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(57)【要約】
【課題】鑑賞を妨げずに操作性を向上させることを目的
とする。
【解決手段】コンテンツを表示する表示装置であって、
視聴者に係る状況情報を検出する検出手段と、検出手段
において検出された状況情報に基づいて、当該表示装置
か、又は当該表示装置に対して操作指示を行うリモート
コントローラの表示手段か、ＧＵＩ画面の表示先を制御
する制御手段と、を有することによって課題を解決する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを表示する表示装置であって、
　視聴者に係る状況情報を検出する検出手段と、
　前記検出手段において検出された状況情報に基づいて、当該表示装置か、又は当該表示
装置に対して操作指示を行うリモートコントローラの表示手段か、ＧＵＩ画面の表示先を
制御する制御手段と、
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、当該表示装置を視聴している視聴者が複数存在するか否かを前記状況
情報として検出し、
　前記制御手段は、前記検出手段において当該表示装置を視聴している視聴者が複数存在
する旨の状況情報が検出された場合、前記リモートコントローラの前記表示手段をＧＵＩ
画面の表示先とし、前記検出手段において当該表示装置を視聴している視聴者が複数存在
しない旨の状況情報が検出された場合、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示先とすることを
特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、前記リモートコントローラを操作する視聴者が、前記リモートコント
ローラと当該表示装置とのどちらを見ているかを前記状況情報として検出し、
　前記制御手段は、前記検出手段において前記視聴者が、前記リモートコントローラを見
ている旨の状況情報が検出された場合、前記リモートコントローラの表示手段をＧＵＩ画
面の表示先とし、前記検出手段において前記視聴者が、当該表示装置を見ている旨の状況
情報が検出された場合、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示先とすることを特徴とする請求
項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、前記リモートコントローラを操作する視聴者と当該表示装置との間の
距離を前記状況情報として検出し、
　前記制御手段は、前記検出手段において検出された距離が予め定められた値より大きい
場合は前記距離が遠いと判断し、前記リモートコントローラの表示手段をＧＵＩ画面の表
示先とし、前記検出手段において検出された距離が予め定められた値より小さい場合は前
記距離が近いと判断し、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示先とすることを特徴とする請求
項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示先とされている場合、前記リモート
コントローラの表示手段に前記コンテンツを表示させることを特徴とする請求項１乃至４
の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　コンテンツを表示する表示装置における制御方法であって、
　視聴者に係る状況情報を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップにおいて検出された状況情報に基づいて、当該表示装置か、又は当該
表示装置に対して操作指示を行うリモートコントローラの表示手段か、ＧＵＩ画面の表示
先を制御する制御ステップと、
を有することを特徴とする制御方法。
【請求項７】
　前記検出ステップでは、当該表示装置を視聴している視聴者が複数存在するか否かを前
記状況情報として検出し、
　前記制御ステップでは、前記検出ステップにおいて当該表示装置を視聴している視聴者
が複数存在する旨の状況情報が検出された場合、前記リモートコントローラの前記表示手
段をＧＵＩ画面の表示先とし、前記検出ステップにおいて当該表示装置を視聴している視
聴者が複数存在しない旨の状況情報が検出された場合、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示
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先とすることを特徴とする請求項６に記載の制御方法。
【請求項８】
　前記検出ステップでは、前記リモートコントローラを操作する視聴者が、前記リモート
コントローラと当該表示装置とのどちらを見ているかを前記状況情報として検出し、
　前記制御ステップでは、前記検出ステップにおいて前記視聴者が、前記リモートコント
ローラを見ている旨の状況情報が検出された場合、前記リモートコントローラの表示手段
をＧＵＩ画面の表示先とし、前記検出ステップにおいて前記視聴者が、当該表示装置を見
ている旨の状況情報が検出された場合、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示先とすることを
特徴とする請求項６に記載の制御方法。
【請求項９】
　前記検出ステップでは、前記リモートコントローラを操作する視聴者と当該表示装置と
の間の距離を前記状況情報として検出し、
　前記制御ステップでは、前記検出ステップにおいて検出された距離が予め定められた値
より大きい場合は前記距離が遠いと判断し、前記リモートコントローラの表示手段をＧＵ
Ｉ画面の表示先とし、前記検出ステップにおいて検出された距離が予め定められた値より
小さい場合は前記距離が近いと判断し、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示先とすることを
特徴とする請求項６に記載の制御方法。
【請求項１０】
　前記制御ステップでは、当該表示装置をＧＵＩ画面の表示先とされている場合、前記リ
モートコントローラの表示手段に前記コンテンツを表示させることを特徴とする請求項６
乃至９の何れか１項に記載の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＴＶ受信機に代表されるディスプレイ装置が普及している。ディスプレイ装置は、アナ
ログ放送やデジタル放送を受信し、又は外部端子からコンテンツを入力して映像の表示を
行なう。ディスプレイ装置の中には、ピクチャインピクチャのように、表示画面上の領域
を分割して副画面を同時に表示できるものもある。これらは赤外光で通信を行なうリモー
トコントローラを備え、視聴者がリモートコントローラ上のボタンを押すことで、ディス
プレイ装置の操作や設定を行なう構成が一般的である。
【０００３】
　デジタル放送対応等の高機能化に伴い、ディスプレイ装置の表示画面に操作や設定項目
をグラフィカルに表示して操作する、ＧＵＩインタフェースを備えたディスプレイ装置が
普及している。設定項目の例としては、コントラストやブライトネス等の画質設定、サラ
ウンド等の音質設定等がある。また、電子番組表（ＥＰＧ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒ
ｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）サービスをＧＵＩで表示する例もある。視聴者は、画面上で番
組表を眺めてから視聴するプログラムを選択したり、番組ジャンルや番組出演者から番組
を検索したりすることも可能である。また、デジタル放送プログラムに付随して送信され
るデータ放送画面をＧＵＩで表示する例もある。
【０００４】
　このようなディスプレイ装置では、ＧＵＩ画面とコンテンツ画面とを切換えて表示する
のが一般的だが、混在させて表示させる例もある。また、ピクチャインピクチャのように
親子画面にして表示したり、両画面を縮小して並べて表示したりする例もある。また、Ｇ
ＵＩ画面を半透明にし、コンテンツ映像に重ね合わせて表示するディスプレイ装置も存在
する。
【０００５】
　また、例えば、下記に示すように、リモートコントローラ上に表示器を備え、視聴者が
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表示器に表示された画面等においてＧＵＩ操作を行なう技術もある。
【０００６】
　（１）番組ガイド表示画面をリモートコントローラ上の表示器に表示して、ＧＵＩ操作
を行えるようにする技術が開示されている。リモートコントローラの表示キーが押される
と、番組ガイドデータの要求がデジタル放送受信機に与えられる。デジタル放送受信機は
、この要求に応じて番組ガイドデータをトランスポンダから読み取り、ＤＲＡＭに保持す
る。番組ガイドデータはＤＲＡＭから読み出され、リモートコントローラに送信される。
リモートコントローラは番組ガイドデータを受信し、番組ガイドをＬＣＤに表示する。従
って、ＬＣＤに表示された番組ガイドを参照して、番組ガイドの操作をすることができ、
操作に対応する要求がデジタル放送受信機に与えられる（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　（２）デコーダと映像音声出力部とを２系統備え、一系統分の映像音声をリモートコン
トローラ上の表示器に表示できるようにする技術が開示されている。リモートコントロー
ラでは、主画面のチャンネルのデータ放送の表示、裏番組の表示、を行なう。視聴者の指
示により、リモートコントローラの表示器と同様の映像を主画面にも表示することができ
る（例えば、特許文献２参照）。
【０００８】
　（３）デコーダと映像出力部とを２系統備え、一方の映像をリモートコントローラ上の
表示器に表示できるようにする技術が開示されている。リモートコントローラでは、主画
面のチャンネルのデータ放送の表示、裏番組の表示、を行なう。視聴者の指示により、Ｇ
ＵＩの表示をリモートコントローラ又は主画面に切換えることができる（例えば、特許文
献３参照）。
【０００９】
【特許文献１】特開平１１－１９１８６９号公報
【特許文献２】特開２００３－３３３３６２号公報
【特許文献３】特開２００４－０９６３６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、ディスプレイに一律にＧＵＩ画面を表示すると、コンテンツを一緒に見
ていた他の視聴者の鑑賞を妨げてしまう。また、ディスプレイから離れて操作する場合は
、画面上の文字が小さく見えて操作しづらい場合がある。
【００１１】
　また、従来技術（１）～（３）は、リモートコントローラにＧＵＩ画面を表示できるよ
うにするが、リモートコントローラ上の画面は小さいために操作しづらい場合がある。例
えば、検索時に候補を一覧表示すると、それぞれの項目は小さくなって判読が困難になっ
てしまう。また、切換え操作を行なってディスプレイにＧＵＩ表示するのは、操作回数が
増えるので操作性が低下してしまう。また、リモートコントローラで操作する場合は、デ
ィスプレイからリモートコントローラに必ず視線を移動させることになり、操作性が低下
する。
【００１２】
　本発明はこのような問題点に鑑みなされたもので、鑑賞を妨げずに操作性を向上させる
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　そこで、本発明は、コンテンツを表示する表示装置であって、視聴者に係る状況情報を
検出する検出手段と、前記検出手段において検出された状況情報に基づいて、当該表示装
置か、又は当該表示装置に対して操作指示を行うリモートコントローラの表示手段か、Ｇ
ＵＩ画面の表示先を制御する制御手段と、を有することを特徴とする。
【００１４】
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　また、本発明は、コンテンツを表示する表示装置における制御方法であって、視聴者に
係る状況情報を検出する検出ステップと、前記検出ステップにおいて検出された状況情報
に基づいて、当該表示装置か、又は当該表示装置に対して操作指示を行うリモートコント
ローラの表示手段か、ＧＵＩ画面の表示先を制御する制御ステップと、を有することを特
徴とする。
【００１５】
　なお、ここで、ＧＵＩ画面とは、例えば、後述する図２、又は図３に示されるような番
組選択に係る画面（ＧＵＩ）、予約に係る画面、コンテンツに付随するデータ放送に係る
画面、インターネット画面、裏番組の画面、周辺機器に関する画面、別のコンテンツ画面
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、鑑賞を妨げずに操作性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。
【００１８】
＜実施形態１＞
　本実施形態の表示システムは、カメラを備えたテレビ受信機と、表示器を備えたリモー
トコントローラ（以下、リモコンという）とで構成される。以上の構成において、テレビ
受信機は、カメラで撮影した映像を画像認識することで視聴状況を検出し、誰かが視聴中
の場合は操作ＧＵＩ（ＧＵＩ画面）をリモコンに表示するよう切換える、という動作を行
なう。
【００１９】
（表示システムの全体構成の説明）
　図１は、本実施形態における表示システムのシステム構成を示すブロック図である。図
１を用いて、本実施形態の表示システムの構成を説明する。
【００２０】
　まず、表示システム内での装置構成を説明する。テレビ受信機１は、デジタル放送やア
ナログ放送を受信して番組コンテンツを表示する。また、テレビ受信機１は、外部入力端
子から入力したコンテンツの表示も行なう。リモコン２は、テレビ受信機１の操作を行な
うと共に、リモコン２上の表示器で画像表示を行なう。リモコン２とテレビ受信機１とは
双方向に通信できるように構成されている。リモコン２に入力された操作指示は、通信路
を介してテレビ受信機１に送信される。一方で、テレビ受信機１から送信される映像デー
タは通信路を介してリモコン２が受信し、リモコン２上の表示器で表示する。
【００２１】
　以下では、リモコン２の内部構成を説明する。操作入力部３０は、ユーザからの操作指
示を入力する。操作入力部３０は、選局や電源、各種切換のためのボタン及び入力回路で
構成される。なお、操作入力部３０は、十字状や円弧状に操作できるキースイッチ等任意
の入力方式を用いて構成してもよい。全体制御部３１は、ＣＰＵやＲＯＭ、ＲＡＭで構成
され、リモコン２の全体制御を行なう。通信制御部３２は、テレビ受信機１との間で双方
向の通信を行なう。表示パネル３３は、映像を表示するディスプレイパネルである。ディ
スプレイパネルとしては、ＬＣＤや有機ＥＬ等の任意の方式のパネルを使用してよい。表
示制御部３４は、表示パネル３３に画像表示するための制御を行なう。表示制御部３４は
、表示パネル３３の駆動信号を生成し、駆動信号のタイミングに合わせて映像データを出
力する。
【００２２】
　リモコン２の内部ブロックの動作の流れを説明する。リモコン２の操作ボタンに入力が
あった場合は、操作入力部３０が検出して全体制御部３１に通知する。全体制御部３１は
、ボタン入力に応じて操作コマンドを作成し、通信制御部３２から操作コマンドを送信す
る。操作ボタンへの入力内容は表示パネル３３に表示するようにしてもよい。テレビ受信
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機１から受信があった場合は、受信した情報（又はデータ）が通信制御部３２から全体制
御部３１と表示制御部３４とへ伝送される。全体制御部３１が指示することで、受信され
た映像データが表示パネル３３で表示される。
【００２３】
　以下では、テレビ受信機１の内部構成を説明する。
　まず、入力されたコンテンツの表示に係る構成を説明する。放送受信部１０は、デジタ
ル放送を受信し、放送波を受信した後にストリーム解析を行ない、映像ストリームデータ
を取出す。デコーダ１１は、映像ストリームデータの復号を行なう。デコーダ１１は、Ｍ
ＰＥＧ２やＨ．２６４等各種の方式の復号を行なう。外部入力インタフェース１２は、Ｈ
ＤＭＩやＤＶＩ、Ｄ端子等各種規格で伝送されるコンテンツデータを入力する。画像処理
部１３は、色や輪郭等各種の補正処理を行なう。表示画面生成部１４は、ＧＵＩ画像やコ
ンテンツ映像を入力して、表示パネルに表示する画面データを作成する。
【００２４】
　表示画面生成部１４は、コンテンツ観賞用の表示画面データと、ＧＵＩ表示画面データ
と、の２種類の画面データを作成する。表示先切換部１５は、全体制御部２０の指示に応
じて、表示画面生成部１４で作成した画面データの出力先を切り替える。表示先切換部１
５は、表示パネル１７に出力するか、通信制御部１９を介してリモコン２に出力するか、
を切り替える。表示制御部１６は、表示パネル１７に画像を表示するための制御を行なう
。
【００２５】
　表示制御部１６は、表示パネル１７の駆動信号を生成し、駆動信号のタイミングに合わ
せて不図示のＶＲＡＭから読み出した映像データを出力する。表示パネル１７は、放送コ
ンテンツや操作ＧＵＩ等の各種映像を表示する表示器である。表示パネル１７としては、
ＣＲＴやＬＣＤ、プラズマ、プロジェクション、ＳＥＤ等の任意の方式のパネルを使用し
てよい。なお、図示しないが、音声データも映像データと同様に処理され、不図示のスピ
ーカから出力される。
【００２６】
　全体制御及びＧＵＩ生成に係る構成を説明する。
　操作入力部１８は、ユーザからの操作指示を入力する。操作入力部１８は、電源や選局
、音量調整等の各種操作キーと入力回路で構成される。通信制御部１９は、リモコン２と
の間で双方向の通信を行なう。通信制御部１９は、赤外光や無線等任意の方式が利用でき
る。全体制御部２０は、ＣＰＵやＲＯＭ、ＲＡＭで構成され、テレビ受信機１の各部の制
御を行なう。全体制御部２０は、通信制御部１９を介したリモコン２からの指示や、操作
入力部１８への指示に従って各部の制御を行なう。全体制御部２０は、例えば、操作ＧＵ
Ｉの表示要求があった場合は、ＧＵＩ生成部２１でＧＵＩ画面を作成し、視聴状況検出部
２２の結果に応じて表示先切換部１５の動作を設定するよう制御する。この処理の詳細な
流れは後述する。ＧＵＩ生成部２１は、全体制御部２０の指示により操作ＧＵＩのグラフ
ィックス画像を生成する。
【００２７】
　視聴状況検出に係る構成を説明する。
　視聴状況検出部２２は、テレビ受信機１の視聴状況を検出する。本実施形態では、視聴
状況検出部２２は、室内を撮影したカメラ映像に対して画像認識を行ない、視聴者の人数
と視聴されているか否かを検出する。より具体的に説明すると、視聴状況検出部２２は、
画像認識において顔検出を行なって、顔の数から室内の人数を判定し、それぞれの顔の向
きから視聴しているか否かを判定する。また、視聴状況検出部２２は、画像認識において
視線を検出して視聴しているか否かを判定するようにしてもよい。なお、図１に示される
ように、視聴状況検出部２２は、カメラ２３と、画像認識部２４と、を含む。
【００２８】
　カメラ２３は、テレビ受信機１を視聴できる領域を撮影して画像出力する。本実施形態
はテレビ受信機１に内蔵するが、外付けカメラを通信インタフェースでテレビ受信機１に
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接続するようにしてもよい。画像認識部２４は、カメラ２３で撮影した画像を画像認識し
てユーザの顔を検出する。画像認識のアルゴリズムは様々な方式が知られており、任意の
公知技術を使用することができる。画像認識部２４は、例えば、色や、濃淡パターン、幾
何学的な形状、動き、これらの組合せ、といった情報を画像から抽出し、抽出した情報と
テンプレートとに基づきパターンマッチングを行なうことで顔とその向きとを検出する。
【００２９】
（操作ＧＵＩを表示する画面例の説明）
　操作ＧＵＩの表示先を切り替えた場合の画面例を説明する。
　図２は、操作ＧＵＩをテレビ受信機に表示した場合の画面例を示す図である。表示シス
テムは、例えば、操作しているユーザ（視聴者）しかいないか、或いは他のユーザが誰も
テレビ受信機１を視聴していないと判断した場合に、図２に示されるように、操作ＧＵＩ
をテレビ受信機１に表示させる。図２中、５０は、テレビ受信機１の表示パネル１７に表
示された表示画面であり、操作ＧＵＩ画像が表示されている。一方、リモコン２の表示パ
ネル３３には、何も表示されていない。このように操作ＧＵＩを表示させることで、ユー
ザは、高解像度の大きな画面を用いて操作を行なうことができる。
【００３０】
　図３は、操作ＧＵＩをリモコンに表示した場合の画面例を示す図である。表示システム
は、例えば、テレビ受信機１を視聴する複数のユーザがいて、一人のユーザがリモコン２
の表示パネル３３を見たと判断した場合に、図３に示されるように、操作ＧＵＩをリモコ
ン２に表示させる。図３中、テレビ受信機１の表示パネル１７には、映像コンテンツが表
示されている。５３は、リモコン２の表示パネル３３に表示された表示画面であり、操作
ＧＵＩ（操作ＧＵＩ画像）が表示されている。このように表示することで、鑑賞を続けた
いユーザは、表示画面５２で鑑賞を続けることができる。一方、操作を行ないたいユーザ
は、リモコン２の表示パネル３３に表示された操作ＧＵＩを用いて操作を行なうことがで
きる。
【００３１】
（表示画面切換処理の流れの説明）
　図４は、実施形態１における表示画面切換の処理の流れを示すフローチャートである。
図４を用いて、ＧＵＩ表示要求があった際にテレビ受信機１の全体制御部２０が行なう処
理を説明する。全体制御部２０は、視聴状況検出部２２における画像認識結果を獲得し、
誰か別のユーザがテレビを視聴している場合にはリモコン２にＧＵＩを表示するよう制御
する。
【００３２】
　図４中、ステップｓ２００では、全体制御部２０は、ＧＵＩ生成部２１を駆動してＧＵ
Ｉ画面を生成する。ステップｓ２０１では、全体制御部２０は、視聴状況検出部２２を駆
動して視聴状況を獲得する。ステップｓ２０２では、全体制御部２０は、視聴状況検出部
２２の結果（検出結果、又は視聴者に係る状況情報）に応じて処理を切り替える。全体制
御部２０は、視聴状況検出部２２の結果から、テレビ受信機１の周囲のユーザが一人きり
か否かを判定する。全体制御部２０は、一人きりであると判定するとステップｓ２０７へ
、一人きりではない（つまり複数存在する）と判定すると、ステップｓ２０３へ進む。更
に、ステップｓ２０３では、全体制御部２０は、視聴状況検出部２２の結果から、他のユ
ーザがテレビ画面を視聴中か否かを判定する。全体制御部２０は、他のユーザがテレビ画
面を視聴中であると判定するとステップｓ２０４へ、他のユーザがテレビ画面を視聴中で
ないと判定すると、ステップｓ２０７へ進む。
【００３３】
　ステップｓ２０４～２０６は、他に視聴しているユーザがいる場合の処理である。ステ
ップｓ２０４では、全体制御部２０は、テレビ画面にコンテンツ映像を表示するように表
示先切換部１５を設定する。ステップｓ２０５では、全体制御部２０は、リモコン画面（
リモコン２の表示パネル３３）に操作ＧＵＩ（操作ＧＵＩ画像）を表示するように表示先
切換部１５を設定する。ステップｓ２０６では、全体制御部２０は、通信制御部１９を制
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御してリモコン２に操作ＧＵＩに関するＧＵＩ画像データを送信するように設定し、処理
を終了する。
【００３４】
　他方、ステップｓ２０７以降は、他に視聴しているユーザがいない場合の処理である。
ステップｓ２０７では、全体制御部２０は、テレビ画面に操作ＧＵＩを表示するように表
示先切換部１５を設定する。ステップｓ２０８では、全体制御部２０は、リモコン画面は
ブランク画像とするように表示先切換部１５を設定し、処理を終了する。
【００３５】
　また、全体制御部２０は、ＧＵＩ操作が行なわれて「決定キー」や「操作終了キー」が
押された場合には、表示先切換部１５の設定をＧＵＩ表示前の状態に戻す処理を行なう。
即ち、テレビ画面にコンテンツ映像を表示し、リモコン画面はＯＦＦ状態にする。
【００３６】
　以上の処理を行なうことにより、誰か別のユーザがテレビを視聴している場合にはリモ
コン２に操作ＧＵＩを表示するよう制御することができる。
【００３７】
　以上説明したように本実施形態によれば、他のユーザが視聴中の場合は操作ＧＵＩをリ
モコン２に表示するよう切り替えることで、鑑賞を妨げずに操作性を高めることができる
。
【００３８】
＜実施形態２＞
　本実施形態の表示システムは、リモコン２を操作するユーザが見ている方向を視聴状況
検出部２２が検出し、操作ＧＵＩを表示する装置を切り替えるという動作を行なう。即ち
、操作するユーザがテレビ受信機１を見ている場合はテレビ受信機１に、リモコン２を見
ている場合はリモコン２に、操作ＧＵＩを表示する。
　なお、本実施形態の表示システムの構成は、前述の実施形態で説明したものと同一のた
め、説明を省略する。
【００３９】
（表示画面切換処理の流れの説明）
　図５は、実施形態２における表示画面切換の処理の流れを示すフローチャートである。
図５を用いて、ＧＵＩ表示要求があった際にテレビ受信機１の全体制御部２０が行なう処
理を説明する。全体制御部２０は、視聴状況検出部２２における画像認識結果を獲得し、
テレビ受信機１、又はリモコン２、ユーザが見ている方の表示パネルに操作ＧＵＩを表示
するよう制御する。なお、別のユーザがいる場合には、全体制御部２０は、リモコン２の
表示パネルに操作ＧＵＩを表示するよう制御する。
【００４０】
　図５中、ステップｓ２２０では、全体制御部２０は、ＧＵＩ生成部２１を駆動してＧＵ
Ｉ画面を生成する。ステップｓ２２１では、全体制御部２０は、視聴状況検出部２２を駆
動して視聴状況を獲得する。ステップｓ２２２では、全体制御部２０は、視聴状況検出部
２２の結果（検出結果、又は視聴者に係る状況情報）に応じて処理を切り替える。全体制
御部２０は、視聴状況検出部２２の結果から、テレビ受信機１の周囲のユーザが一人きり
か否かを判定する。全体制御部２０は、一人きりであると判定するとステップｓ２２３へ
、一人きりでないと判定すると、ステップｓ２２７へ進む。更に、ステップｓ２２３では
、全体制御部２０は、視聴状況検出部２２の結果から、操作しているユーザがテレビ画面
（テレビ受信機１の表示パネル１７）を見ているか否かを判定する。全体制御部２０は、
テレビ画面を見ていると判定するとステップｓ２２４へ、テレビ画面を見ていないと判定
するとステップｓ２２７へ進む。
【００４１】
　ステップｓ２２４～２２５は、操作しているユーザが一人きりで且つテレビ画面を見て
いる場合の処理である。ステップｓ２２４では、全体制御部２０は、テレビ画面に操作Ｇ
ＵＩを表示するように表示先切換部１５を設定する。ステップｓ２２５では、全体制御部
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２０は、リモコン画面はブランク画像とするように表示先切換部１５を設定し、処理を終
了する。
【００４２】
　一方、ステップｓ２２７以降は、操作しているユーザがリモコン画面を見ているか、他
に視聴しているユーザがいる場合の処理である。ステップｓ２２７では、全体制御部２０
は、テレビ画面にコンテンツ映像を表示するように表示先切換部１５を設定する。ステッ
プｓ２２８では、全体制御部２０は、リモコン画面にＧＵＩ画像を表示するように表示先
切換部１５を設定する。ステップｓ２２９では、全体制御部２０は、通信制御部１９を制
御してリモコン２にＧＵＩ画像データを送信するように設定し、処理を終了する。
【００４３】
　以上の処理を行なうことにより、視聴しているユーザが一人であり、前記ユーザがテレ
ビ受信機１を見ている場合はテレビ受信機１に、リモコン２を見ている場合はリモコン２
に操作ＧＵＩを表示するよう切り替えることができる。
【００４４】
　以上説明したように本実施形態によれば、操作ユーザの見ている方向に応じて操作ＧＵ
Ｉを表示する装置を切り替えることで、視線の移動を減らすことが可能になり、操作性を
高めることができる。
【００４５】
＜実施形態３＞
　本実施形態の表示システムは、リモコン２を操作するユーザと、テレビ受信機１との距
離を検出し、距離に応じて操作ＧＵＩを表示する装置を切り替えるという動作を行なう。
即ち、表示システムは、予め定められた所定の距離より近い場合は操作ＧＵＩをテレビ受
信機１に、遠い場合はリモコン２に操作ＧＵＩを表示するよう切り替える。
　なお、本実施形態の表示システムのブロック構成は、前述の実施形態で説明したものと
同一のため、説明を省略する。
【００４６】
（表示画面切換処理の流れの説明）
　図６は、実施形態３における表示画面切換の処理の流れを示すフローチャートである。
図６を用いて、ＧＵＩ表示要求があった際にテレビ受信機１の全体制御部２０が行なう処
理を説明する。全体制御部２０は、視聴状況検出部２２における画像認識結果を獲得し、
操作しているユーザが所定の距離より遠くにいる場合は、操作ＧＵＩをリモコン２に表示
するよう制御する。
【００４７】
　図６中、ステップｓ２４０では、全体制御部２０は、ＧＵＩ生成部２１を駆動してＧＵ
Ｉ画面を生成する。ステップｓ２４１では、全体制御部２０は、視聴状況検出部２２を駆
動して視聴状況を獲得する。本実施形態では視聴状況検出部２２は、リモコン２を操作す
るユーザと、テレビ受信機１と、の間の距離（視聴距離）を検出する。ステップｓ２４２
では、全体制御部２０は、視聴状況検出手段の結果（検出結果、又は視聴者に係る状況情
報）に応じて処理を切り替える。全体制御部２０は、予め設定した閾値と比較して視聴距
離がそれより近いか否かを判定し、近い場合はステップｓ２４４へ、遠い場合はステップ
ｓ２４７へ進む。
【００４８】
　ステップｓ２４４～２２５は、視聴距離が近い場合の処理である。ステップｓ２４４で
は、全体制御部２０は、テレビ画面に操作ＧＵＩを表示するように表示先切換部１５を設
定する。ステップｓ２４５では、全体制御部２０は、リモコン画面はブランク画像とする
ように表示先切換部１５を設定し、処理を終了する。
【００４９】
　一方、ステップｓ２４７以降は、視聴距離が遠い場合の処理である。ステップｓ２４７
では、全体制御部２０は、テレビ画面にコンテンツ映像を表示するように表示先切換部１
５を設定する。ステップｓ２４８では、全体制御部２０は、リモコン画面に操作ＧＵＩを
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表示するように表示先切換部１５を設定する。ステップｓ２４９では、全体制御部２０は
、通信制御部１９を制御してリモコン２にＧＵＩ画像データを送信するように設定し、処
理を終了する。
【００５０】
　以上の処理を行なうことにより、操作しているユーザが所定の距離より遠くにいる場合
は、操作ＧＵＩをリモコン２に表示するよう切り替えることができる。
【００５１】
　以上説明したように本実施形態によれば、テレビ受信機１と、ユーザと、の距離に応じ
て操作ＧＵＩを表示する装置を切り替えることで、手近な表示器で操作ＧＵＩを閲覧可能
とすることができる。よって、操作性を高めることができる。
【００５２】
＜その他の実施形態＞
　また、本発明の目的は、以下のようにすることによって達成される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体（又は記録
媒体）を、システム或いは装置に供給する。そして、そのシステム或いは装置の中央演算
処理手段（ＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出し実行す
る。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が上述した実施形態の機
能を実現することになり、そのプログラムコードを記録した記憶媒体は本発明を構成する
ことになる。
【００５３】
　また、システム或いは装置の前記中央演算処理手段が読み出したプログラムコードを実
行することにより、そのプログラムコードの指示に基づき、システム或いは装置上で稼働
しているオペレーティングシステム（ＯＳ）等が実際の処理の一部又は全部を行う。その
処理によって上述した実施形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００５４】
　更に、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、前記システム或いは装置に挿入
された機能拡張カードや、接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれたとす
る。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニ
ットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって上述した実
施形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００５５】
　本発明を前記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明したフローチャー
トに対応するプログラムコードが格納されることになる。
【００５６】
　以上、上述した各実施形態によれば、鑑賞を妨げずに操作性を向上させることができる
。
【００５７】
　なお、上述した実施形態では、視聴距離の検出に画像認識を用いたが、任意の距離セン
サを用いるようにしてもよい。つまり、表示システム（又はテレビ受信機１）は、ＲＦＩ
Ｄ等を用いて距離を検出するようにしてもよい。
【００５８】
　また、上述した実施形態では、操作ＧＵＩをテレビ受信機１の表示パネル１７に表示す
る場合にリモコン２の表示パネル３３には何も表示しない例を用いて説明を行った。しか
しながらが、例えば全体制御部２０は、通信制御部１９を制御してリモコン２にコンテン
ツに係る画像データを送信するように設定し、コンテンツ映像をリモコン２の表示パネル
３３に表示するようにしてもよい。また、例えば全体制御部２０は、通信制御部１９を制
御してリモコン２以外の視聴者のリモコンにコンテンツに係る画像データを送信するよう
に設定し、コンテンツ映像を前記リモコンの表示パネルに表示するようにしてもよい。
【００５９】
　なお、視聴中のコンテンツに対する操作ＧＵＩは任意のものでよい。選局や予約を行な
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うための操作ＧＵＩでもよいし、コンテンツに付随するデータ放送用の操作ＧＵＩであっ
てもよい。また、操作ＧＵＩは、インターネット画面や裏番組、周辺機器の画面、別のコ
ンテンツ画面等であってもよい。
【００６０】
　また、上述した実施形態において、テレビ受信機１と、リモコン２と、のどちらに操作
ＧＵＩを表示するかをユーザに報知するため、ＬＥＤやスピーカを駆動して、報知するよ
うにしてもよい。
【００６１】
　また、上述した実施形態のフローチャートに加えて、操作ＧＵＩや表示中のコンテンツ
の内容に応じて表示画面の切換処理を行なうようにしてもよい。例えば、上述した実施形
態のフローチャートにおいて、例えば全体制御部２０が、リモコン２に表示すべき場合だ
と判定した場合であっても、操作ＧＵＩが検索画面のように大きな画面サイズの場合はテ
レビ受信機１の表示パネル１７に操作ＧＵＩを表示する。このようにすることで、他ユー
ザの鑑賞の妨げを最小限に抑えながら、操作性を高めることができる。
【００６２】
　また、上述した実施形態は、任意の組み合せで実施してもよい。
【００６３】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳述したが、本発明は係る特定の実施形態に
限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、
種々の変形・変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本実施形態における表示システムのシステム構成を示すブロック図である。
【図２】操作ＧＵＩをテレビ受信機に表示した場合の画面例を示す図である。
【図３】操作ＧＵＩをリモコンに表示した場合の画面例を示す図である。
【図４】実施形態１における表示画面切換の処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】実施形態２における表示画面切換の処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】実施形態３における表示画面切換の処理の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６５】
１　　テレビ受信機
２　　リモコン
１０　放送受信部
１１　デコーダ
１２　外部入力Ｉ／Ｆ
１３　画像処理部
１４　表示画面生成部
１５　表示切替部
１６　表示制御部
１７　表示パネル
１８　操作入力部
１９　通信制御部
２０　全体制御部
２２　視聴状況検出部
２３　カメラ
２４　画像認識部
３０　操作入力部
３１　全体制御部
３２　通信制御部
３３　表示パネル
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３４　表示制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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